
保護者の皆様へ 

２０２４年度 学校関係者評価の公表 

 

   2024 年度の学校評価委員より２０２４年度の学校関係者評価を得ましたので、 

書面にて公表させて頂きます。 

2025 年 3 月 3 日(月) 

幼稚園型認定こども園 

小  羊  幼  稚  園 

１．本園の教育目標 

キリスト教保育を土台として、園児の自発性・自主性の発達を目指す自由保育を 

行い、それぞれの子どもに秘められた可能性の伸展に取り組む。 

２．2024 年度、重点的に取り組む具体的な目標や計画 

  評価項目に沿って自己点検、自己評価を実施することによって、各教師自身が客観的 

に自園を見る目を養う。2024 年度は、幼稚園型認定こども園に移行して 2 年目と 

なり、前年度の経験を踏まえての取り組みに対する評価（反省と改善）を実際の保育 

に活かす意識を持ち、主体的に取り組んでいくことを重点項目とする。 

３．学校関係者の評価       

 ①建学の精神や教育目標が教育活動に反映されている。 

  ⇒ A 

 ②年間の指導計画や週案などが作成され、適切に教育課程が実施されている。 

  ⇒ B 

 ③園児の主体的な活動を尊重し、一人ひとりの発達の特性に応じた指導がわれている。 

  ⇒ A 

 ④保育後、子どもの遊びの保障（少子化対策）・保護者の子育て支援を目的として預かり 

保育（通常保育時間後・長期休暇中）を行う。 

⇒ B 

 ⑤健やかな心と体を育むための保育に取組んでいる。 

  ⇒ A 

A；十分達成されている 

B；達成されている 

C；取組まれているが成果が十分でない 

D；取組が不十分である 



 ⑥特別に支援が必要な園児には、必要に応じて医療や訓練などの専門機関や専門の教育 

機関と連携している。 

  ⇒ B 

 ⑦園内で幼児理解を深めるため、事例検討会が定期的に行われている。 

  ⇒ A 

 ⑧自己評価を年１回以上定期的に実施し、その結果を翌年度の目標等の改善に活用している。 

  ⇒ B 

 ⑨園だより・クラス懇談会などを使い、園の教育などについて適切に情報を提供し、意見・ 

要望の把握と共に保護者がいつでも相談できる場を設けている。 

  ⇒ A 

 ⑩子育て支援活動は、地域や保護者の実情や要望に応えられるよう工夫を行っている。 

  ⇒ B 

４．総合的な評価 

  ⇒ B 

①年間の教育指針に合わせた月案に基づき、週案会議を開いて目標に向かって継続的な 

取り組みを実践していることは、評価できる。 

 

 ②自己評価で挙げられている課題への取り組みは、概ね適切だと感じられる。 

   

 ③付帯設備や備品に関しても、更新時期の確認や必要な措置を適宜実施している 

1と感じられる。 

 

以 上 


